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（単位：千円、％）

使
途

事業内容
前年
度比

計 842,840 計 733,590 114.9

国 409,110 国 303,860 134.6

[間伐面積目標：3,000ha] 税 433,730 税 429,730 100.9

[集約化目標面積：2,000ｈａ]

市町村が行う長野県森林づくり指針に掲げる施策の趣旨に
即したきめ細かな森林づくりの取組を支援

130,000 130,000 100.0

継
市町村等が森林内の水源地及び水源林の公的管理を図る
上で、土地等の取得が必要となった場合の取得経費等を支
援

100.0

計 1,004,840 計 895,590 112.2

国 409,110 国 303,860 134.6

税 595,730 税 591,730 100.7

[搬出材積目標：3,000m3→4,000m3]

拡
里山の森林資源を供給から消費まで地域が一体となって
様々な用途に利活用する先進的な取組を支援
　　　　　　　　　　   [モデル地域への支援：５地域→8地域]

20,000 12,500 160.0

継
里山を活用した地域づくりから、森林管理、木材の出荷・利
用にわたる産業づくりまで、総合的な視野で指揮できる知識
と技術を有する人材を育成

4,581 4,480 102.3

継
第三者機関による森林税活用事業の成果の検証、各種広
報媒体を活用した森林税の広報・普及啓発活動を実施

9,251 9,308 99.4

継
荒廃した里山や山村集落へ県が仲立ちとなり、企業等の社
会貢献活動を誘発し、森林整備と交流を通じた新しい森林
づくりと地域活性化を促進

1,240 1,240 100.0

継
森林の里親促進事業により環境先進企業等が整備した森
林のCO2吸収量を、委員会が審査して認証

433 417 103.8

継
県産材住宅の施主や事務所・店舗を木質化した企業等に
対し、県産材利用によるCO2固定量を、委員会が審査して
認証

503 499 100.8

拡
県産材等を利用して県民が参加しながら木や森林について
学習する「木育」活動を推進

9,860 9,020 109.3

新

林業技術等を有する林業研究グループ等が地域に働きか
け、技術指導や安全教育等を実施する中で、里山資源の
利活用の推進と継続的に里山資源を活用した活動ができる
地域づくりの取組を支援

3,000 0 皆増

廃
木材利用や特用林産物栽培など、森林所有者や地域住民
が主体的に里山を活用する場合の里山利用計画の作成や
活動を支援

0 3,000 皆減

小
計

24,287 23,484 103.4

計 1,067,708 計 946,554 112.8

国 409,110 国 303,860 134.6

税 658,598 税 642,694 102.5

536,596 530,164 101.2

124,517 123,968 100.4

278 144 193.1

661,391 654,276 101.1

107,136 70,506 152.0

768,527 724,782 106.0

109,929 82,088 133.9

平成26年度

信州フォレストコンダクター
育成事業

里山利用総合支援事業

間伐材の利活用等による
継続的な森林づくりの推進

税収等小計

森林(もり)の里親促進事業

個人県民税

木育推進事業

みんなで支える
森林づくり推進事業

地球温暖化防止
吸収源対策推進事業

地球温暖化防止
木材利用普及啓発事業

(10,800)

当年度末の基金残高

140.4

3

小
計

38,581 27,480

2

法人県民税

利子・寄付金

前年度からの基金残高

里山と人との絆づくりを
進める取組の支援

合  計

信州の木活用
モデル地域支援事業

森林づくり
県民税基金

繰入額

合計

里山活用推進リーダー育成事
業

平成27年度　長野県森林づくり県民税活用事業の体系

1

小
計

水源林公有林化
支援事業

継

継

事業名

みんなで支える
里山整備事業(間伐経費分）

平成27年度

(10,800)

森林づくり推進支援金

求められる機能に応じた
里山等の森林づくりの推進

小規模・分散的な手入れの遅れた集落周辺の里山の森林
を中心に、間伐を面的に推進

拡
みんなで支える
里山整備事業（搬出経費分）

本事業による間伐材が県内で加工・消費が可能な場合、山
土場までの搬出集積を支援 14,000

継
地域で進める
里山集約化事業

地域が主体となった里山整備計画の樹立、森林整備や間
伐材搬出に係る森林所有者の同意を得る活動等を支援 32,000 32,000 100.0

10,500 133.3
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H27予算額 8  月  末

[ 森林税基金分 ] 進　捗　率
（千円） （％）

842,840
[ 433,730 ]

32,000
[ 32,000 ]

130,000
[ 130,000 ]

10,800
[ 10,800 ]

14,000
[ 14,000 ]

20,000
[ 20,000 ]

4,581
[ 4,581 ]

各地域への配分が概ね完了し、
順調に進んでいます。10%

7% 各地域への配分が概ね完了し、順
調に進んでいます。

長野県森林づくり県民税活用事業
（みんなで支える森林づくり事業）

平成２７年度　事業進捗状況 （８月末見込）

進捗に関するコメント事　　　　業　　　　名
資料
Ｎo.

各地方事務所からの交付決定が
約８割において完了。現在各市
町村で事業実施中。

10%

順調に進んでいます。（第1次
内示分計画承認済）1-②

森林づくり推進支援金1-③

20%地域で進める里山集約化事業

1-①
みんなで支える里山整備事業
【間伐支援】

８地区を選定し、７月下旬に内示。該
当地方事務所において交付決定又は交
付申請に向けた事務手続き中

順調に進んでいます。11事業体へ
個別研修の委託契約締結済、集合
研修4回のうち2回を実施済。

2-③ 30%信州フォレストコンダクター
育成事業

2-①

2-② 20%信州の木活用モデル地域支援
事業

地方事務所から市町村へ内示済
み。現在市町村で計画書を作成
中。

10%水源林公有林化支援事業

みんなで支える里山整備事業
【搬出支援】

1-④
【1-③ 森林づくり推進支援金のうち】

[ 4,581 ]

9,251
[ 9,251 ]

4,884
[ 4,884 ]

4,367
[ 4,367 ]

1,240
[ 1,240 ]

433
[ 433 ]

503
[ 503 ]

9,860
[ 9,860 ]

3,000
[ 3,000 ]

1,067,708
[ 658,598 ]

20%
順調に進んでいます。（7月下
旬７事業地計画承認済）里山活用推進リーダー育成事業

計 13事業

3-⑥

3-①-2 県民会議・地域会議開催費

3-② 20%

順調に進んでいます（事業主体
の約８割に対し、事業計画が適
である旨、通知済み）

3-⑤ 木育推進事業

3-③

3-④

40%

順調に進んでいます。（普及活動
実施中、CO2固定量は目標値1000t-
COに対し約100ｔ－CO認定予定）

25%

研修4回のうち2回を実施済。

９月末までに４件の契約を見込
んでいます。（契約目標13件に
対して、3件成立）

順調に進んでいます。
(ﾘｰﾌﾚｯﾄの配布・活用による
PR、各地域での広報を展開中。

順調に進んでいます。
(県民会議は１回開催。地域会議も半数
の地域で１回開催。)

3-① みんなで支える森林づくり推進
事業

12%3-①-1 広報・普及啓発費

地球温暖化防止吸収源対策推進
事業

森林(もり)の里親促進事業

35%
地球温暖化防止木材利用普及啓
発事業

７月に審査委員会と認証式を各１
回開催しました。９月には第２回
審査委員会を予定しています。

40%

育成事業
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【森林づくり県民税活用事業】 

みんなで支える里山整備事業 
森林づくり推進課 

１ 趣  旨 

森林の持つ水源涵養や土砂流出防止等の機能の高度発揮を図るため、緊急に手入れが

必要な里山林及び水源林において、森林所有者や市町村等と連携しながら地域ぐるみで

の間伐を推進するとともに、これまで切り捨てられていた間伐材の利活用を進めるため、

本事業で間伐を実施した森林から間伐材を搬出する取組を支援する。 

２ 事業主体 

市町村、森林組合、林業事業体、ＮＰＯ法人等 

３ 対象森林 

区 分 対  象  森  林 面積 協  定 

里山林 

集落周辺に位置し、家屋や公共施設等の保全上重要な小

流域の範囲で、10 年以上施業が放棄され、緊急に機能回

復を図る間伐が必要と認められる私有林 １ha 

以上 

地方事務所

長と所有者

等との間で

20 年間の協

定を締結 水源林 

水源を保全するための森林で、所有者と市町村で水源林

保全協定を締結した里山と奥山が混在した森林又は森

林税を活用して公有林化した森林 

４ 事業内容等 

区 分 事  業  内  容  等 Ｈ27計画 

間 伐 

対象林齢：概ね 60年生まで（適正な密度管理が必要な森林） 

伐 採 率：立木本数の概ね 30％以上 

補 助 率：県が設定した標準経費の 90％以内 

3,000 ha 

搬 出 

支援対象：本事業で伐採した間伐材の山土場までの搬出集積 

採択基準：県内で加工又は消費される間伐材 

補 助 額：搬出材積１㎥当たり 3,500 円（定額） 

4,000 ㎥ 

５ 予算額 856,840 千円 （単位：千円） 

区 分 
27年度予算額 26年度当初予算額 比較増減 

(a-b) 公 共 県 単 計(a) 公 共 県 単 計(b) 

間 伐 706,040 136,800 842,840 523,350 210,240 733,590 109,250 

搬 出 14,000 14,000 10,500 10,500 3,500 

計 706,040 150,800 856,840 523,350 220,740 744,090 112,750 

国庫支出金 409,110 409,110 303,860 303,860 105,250 

基金繰入金 296,930 150,800 447,730 219,490 220,740 440,230 7,500 

６ 事業実績及び計画 

年  度 H20～24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 計 

間 伐 
(ha) 

計画 22,290 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 1,110 38,400 

実績 21,189 3,449 24,638 

搬 出 
(㎥) 

計画 － 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 － 20,000 

実績 － 1,225 1,225 

拡 
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１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

※　予算額には平成26年度からの繰越額141,790千円を含まない。

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

（間伐実施見込みベース）

３　地方事務所別実施状況

現地での間伐完了分

北　信 22 3,014 0 0

計 2,616 718,442 304 82,371

北安曇 17 1,961 0 0

長　野 334 96,152 97 27,286

木　曽 650 174,078 102 27,624

松　本 422 90,466 21 4,109

上伊那 344 93,534 36 9,399

下伊那 176 51,220 42 12,194

上　小 190 83,141 0 0

諏　訪 199 54,108 5 1,382

82,371 １０　％　

区　分
配分済　（８月末） ８月末までの完了分

備 考
面　積　（ｈａ） 補助金額（千円） 面　積　（ｈａ） 補助金額（千円）

佐　久 262 70,768 1 377

補 助 金 交 付 申 請 ス ケ ジ ュ ー ル 補助金確定額
（確定見込含む）

８月末進捗率

1-①　みんなで支える里山整備事業（間伐支援）

事 業 内 容 事 業 主 体 計 画 面 積 補 助 率 予 算 額

　集落周辺の森林及び水源を保全
するための森林等で、市町村が必
要と認める森林において行う間伐

　市町村、森林組合、
　ＮＰＯ法人、森林所有
　者の団体　等

　　　3,000 ｈａ
９／１０
　以内

842,840 千円
[433,730 千円]

第
１
回
申
請

第
２
回
申
請

第
３
回
申
請

第
４
回
申
請

第
５
回
申
請

第
６
回
申
請

これまで整備が進めにくかった集落周辺の里山等の機能回復を重点的に進めるため、長野県森

林づくり県民税による財源を活用し、地域をあげて間伐を面的に推進する。

第
１
回
申
請

第
２
回
申
請

第
３
回
申
請

第
４
回
申
請

第
５
回
申
請

第
６
回
申
請

これまで整備が進めにくかった集落周辺の里山等の機能回復を重点的に進めるため、長野県森

林づくり県民税による財源を活用し、地域をあげて間伐を面的に推進する。

８月末進捗状況

- 1 -
- 1 -

- 1 -
- 1 -

- 1 -
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森林づくり県民税活用事業 

地域で進める里山集約化事業 
信州の木活用課 

１ 趣  旨 

里山の小規模個人有林等の森林整備を進めるため、区、集落などの地域が主体となり、

集落周辺の里山の森林所有者からの施業同意を得る取り組みに支援を行います。 

２ 事業主体 

  自治会組織（区、集落など）、森林整備委員会、生産森林組合 

森林組合等（区、集落等の自治会組織の協力体制が整っている者） 

３ 補助率  定額（施業同意取得面積１ha 当たり１５千円～３０千円） 

４ 事業内容 

森林づくり県民税を活用し森林整備を実施する地域（搬出材仮置場、作業道開設地 

等を含む)の同意書を取得し、その後の森林整備をスムーズに実施するための条件整備

を行う。 

なお、翌年度末までに森林整備を完了することを条件とする。 

５ 予算額   ３２，０００千円（基金繰入金） 

（施業同意取得面積１ha 当たり平均１６千円×２，０００ha） 

６ 事業目標   手入れの遅れた里山での集約化 ２，０００ha 

７ 全体計画 

  平成２５年から平成２９年（５ヵ年間） 

年度 

区分 
Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ 計 

面 積(ha) 
2,058 

2,000 

2,048 

2,000 
2,000 2,000 2,000 10,000 

事業費(千円) 
31,154 

32,000 

30,885 

32,000 
32,000 32,000 32,000 160,000 

（上段は実績） 

８ 事業効果 

地域住民主体による森林整備を進めることにより、住民の森林への関心が高まる 

地域主導で行うことで、効率よく効果的に不在村森林所有者対策が行える 

地域周辺の里山の集団化により、計画的、効率的な森林整備を実施 

地域周辺の里山の整備が進み、住環境の向上に寄与する 
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１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

　里山整備計画の樹立と森林所有
者から森林整備の同意を得る活動
に対して助成

　自治会（区、集落等）
　森林整備委員会、
　森林組合　等

2，000ｈａ
15,000

～30,000円
　　円／ｈａ

32,000千円 

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル
計画承認済面積 8月末進捗率

1-②　地域で進める里山集約化事業

事 業 内 容 事 業 主 体 計 画 面 積 交付金額 予 算 額

小規模個人有林が多く、荒廃が進んでいる里山の森林整備を進めるため、区や集落などの地域が主

体となり、里山整備計画の樹立や森林所有者の同意を得る活動を支援する。

＊１ha当たりの施業同意人数

5人未満：15,000円/ha

5人以上10人未満：24,000円/ha

１０人以上：30,000円/ ha

８月末進捗状況

内示 (内示) (内示)

（集約化実施見込みベース）

３　地方事務所別実施状況

計 33 59 864.1 864.1 12,961.5 864.1 12,961.5

18.0 270.0

北　　信

長　　野 1 1 18.0 18.0 270.0

北 安 曇 1 1 10.0 10.0 150.0 10.0 150.0

松　　本 5 6 75.0 75.0 1,125.0 75.0 1,125.0

211.0 3,165.0

木　　曽 3 5 75.0 75.0 1,125.0 75.0

下 伊 那 6 14 211.0 211.0 3,165.0

1,125.0

上 伊 那 5 11 152.1 152.1 2,281.5 152.1 2,281.5

諏　　訪 5 9 113.0 113.0 1,695.0 113.0 1,695.0

120.0 1,800.0

上　　小 3 6 90.0 90.0 1,350.0 90.0

佐　　久 4 6 120.0 120.0 1,800.0

1,350.0

853.1 ha　 20%

区 分

要 望 内 示 計 画 承 認 済

備 考
市町村数 団 地 数

集 約 化
面 積

面 積 交 付 金 額 面 積 交 付 金 額

(ha) (ha) (千円) (ha) (千円)

交付申請

集約化活動
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【森林づくり県民税活用事業】 

森林づくり推進支援金 
森林政策課 

１ 趣   旨 

地域における住民の意向や実情等、地域固有の森林づくり等の課題に精通している市町

村との連携により、きめ細かな森林づくり活動の取組を支援するため、市町村が独自性と

創意工夫により事業展開するための経費に対して支援する。 

２ 事業主体 市町村（市町村から団体等への間接補助可） 

３ 補 助 率 10/10以内（施設整備費は2/3以内） 

４ 事業内容 

地域の実情、固有の課題や住民からのニーズに対応した森林づくり関連施策で、「長野県

森林づくり指針」に掲げる施策の趣旨に即した事業 

(1)「みんなの暮らしを守る森林づくり」に資する事業 

・市町村独自の森林整備の嵩上補助 ・森林病虫害対策 ・景観形成に資する森林整備 ・水源林取得経費への支援 等 

(2)「木を活かした力強い産業づくり」に資する事業 

・公共施設,学校等への木製品,木製遊具等の導入 ・木質バイオマスの利活用の取組・搬出間伐を推進する取組 等 

(3)「森林を支える豊かな地域づくり」に資する事業 

・広域的な効果が見込める環境教育、森林づくり活動等への支援・野生鳥獣被害対策 等 

５ 予算額 
130,000千円（基金繰入金） 

６ 積算内訳 
(1) 当該支援金については、長野県森林づくり県民税にかかる税収の2割相当額とする。 

(2) 支援金の配分方法については、各地方事務所へ「基本配分枠」と「重点配分枠」を設

けて配分し市町村の計画内容について「みんなで支える森林づくり地域会議」の意見等

を踏まえて交付額を決定。 

ア. 基本配分枠：均等割、納税義務者数割、民有林面積割により市町村毎に積算 

イ. 重点配分枠：間伐計画面積割（実績による補正あり）により地方事務所毎に積算 

７ 事業目標 

県内全77市町村において、通常の補助事業で対応できない森林づくりの取組(約130件)を

促進し、森林づくりアクションプランにおける間伐目標を達成する。 

８ 全体計画 （※税収見込額は平成24年度ベース） 

年度 H25 H26 H27 H28 H29 

税収見込額 

(千円) 
649,152 649,152 649,152 649,152 649,152 

本事業費 

(千円) 
130,000 130,000 130,000 130,000 130,000 

９ そ の 他 

重点配分枠の一部を「水源林公有林化支援事業」 

に割当し、残分について従来と同様に配分(H25～) 

20%

33%

12%
1%

5%

3%

4%
1%

2%
2%

18%

森林整備の

嵩上補助の

新設・拡充

森林病害虫対策

(松くい虫等)

野生鳥獣被害防止

(緩衝帯整備等)

景観形成に

資する森林整備

水源林取得

木製遊具等の導入

森林づくり

に資する取組

66％

搬出間伐の推進

間伐材や木質

ﾊﾞｲｵﾏｽの利活用

森林環境学習等

地域住民等との

協働の森林づくり

森林に触れる

機会づくり

森林づくり支援金の実績
（平成25年度分：事業数割合）

[参考] 
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１　事業の概要

（１）　目　　的

1-③　森林づくり推進支援金

地域における住民の意向や実情等、地域固有の森林づくり等の課題に精通している市町村との連携に

より きめ細かな森林づくり活動の取組を支援するため 市町村が独自性と創意工夫により事業展開する

８月末進捗状況

（２）　内容及び予算額

事 業 内 容 事業主体 交付率 予 算 額

10／10以内

　地域の実情、固有の課題や住民からのニーズに対応した
森林づくり関連施策で、「長野県森林づくり指針」に掲げる施
策の趣旨に即した次の３ の柱の事業

地域における住民の意向や実情等、地域固有の森林づくり等の課題に精通している市町村との連携に

より、きめ細かな森林づくり活動の取組を支援するため、市町村が独自性と創意工夫により事業展開する

ための経費に対して支援する。

２　スケジュール及び進捗状況

市 町 村
　 10／10以内

（ハード事業は
　　　 ２／３以内）

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

１３０，０００千円

交付決定額

策の趣旨に即した次の３つの柱の事業
　(1)「みんなの暮らしを守る森林づくり」に関する事業
　(2)「木を活かした力強い産業づくり」に関する事業
  (3)「森林を支える豊かな地域づくり」に関する事業

　　※予算額の一部は、「水源林公有林化支援事業」に活用

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

配分

３　地方事務所別実施状況

99,503千円
【128,607千円】

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　 　　ル 交付決定額
【予算配分額】

８月末進捗率

10%
選定

事業実施事前着手

３　地方事務所別実施状況

計

みんなの
暮らしを守る
森林づくり

基本配分 ①市町村独自の森
林整備嵩上げ補

助、②森林病害虫
対策、③景観形成
に資する森林整

①公共施設、学校
等への木製品、木

製遊具等の導
入、、②木質ﾊﾞｲｵﾏ

ｽの利活用の取

重点配分
区　分

備考

木を活かし
た力強い
産業づくり

項 目 別 事 業 交 付 決 定 状 況 （千円）

①広域的な効果が
見込める環境教

育、②森林づくり活
動等への支援、③

計

森林を支え
る豊かな
地域づくり

予　算　配　分　額　　　（千円）

佐　久 08,559

に資する森林整
備、④水源林取得

経費支援等

ｽの利活用の取
組、③搬出間伐を
推進する取組等

動等への支援、③
野生鳥獣被害対策

等

10,146

12,0912,7003,3066,085

10,223

07,882

諏　訪 5,300

5,712

8,825

0

14,613

3,525 9407,885

16,441

上　小 4,390

0

12,091上伊那 6,379

14,6131,955

8,8250

2,512

,,

2,134 9,090

,,

5,250

,

8,512

木　曽

10,8219,882

8,832

20,703

,

下伊那

長 野

松　本

伊那 ,

5,073

北安曇 3,625

3,759

10,517 7,095

9,116

2,266 4,841

2,923

1,235

5,846

1,415

17,612

1,706

2,191

3,249 8,8324,1931,390

17,62811,898 2,605 3,125

8,843

17,628

5,891

17,612

計 65,000

長　野

63,607

1,821

10,517 7,095

4,150北　信

57,405 19,211

2,923 5,846 17,612

2,1271,986 5,971

99,503

1,858

8,843

22,887128,607

5,971

17,612
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【森林づくり県民税活用事業】 

水源林公有林化支援事業（森林づくり推進支援金） 

森林政策課 

１ 趣旨 

市町村が行う水源林の公有林化を支援し、水源林の保全を図る。 

２ 事業主体 

市町村、特別地方公共団体 

３ 補助率 

１／３以内【上限額1,000万円/市町村】 

４ 事業内容 

市町村等が森林内の水源地及び水源林の公的管理を図る上で、やむを得ず土地等（土地 

及び立木又は立木のみ）の取得が必要となった場合に、その土地等及び取得に必要な測量 

の経費に支援する。 

５ 予算額 

  10,800千円（基金繰入金10,800千円） 

６ 積算内訳 

4.5ha×720円/㎡×１/３＝10,800千円（単価は、建設部の土地取得費などから算出） 

７ 事業目標 

  平成２９年度までに、市町村が公的管理を必要と考える水源林全てで、保安林指定、森 

林所有者と市町村の協定締結、公有林化のいずれかにより公的管理の体制を整える。 

８ 全体計画

平成２５年度から２９年度までの５年間で、水源林20箇所の公有林化を進める。 
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１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル
交付決定額

小
海
町
事

1-④　水源林公有林化支援事業
（森林づくり推進支援金）

事 業 内 容 事業主体 交 付 率 予算額

8月末
進捗率

10%

　市町村が、水源林を公有林化するために取得する森林の
土地代及び立木代等に対して補助する。

市 町 村 １／３以内 １０，８００千円

0円

市町村が森林内の水源地及び水源林の公的管理を図る上で、やむを得ず土地等（土地及び立木

又は立木のみ）の取得が必要となった場合に支援し、水源林の保全を図る。

事業実施

要
望
調
査

8月末進捗状況

３　地方事務所別実施状況

区　分 市町村名

要　　　　　　望 実施状況

面積
（ha）

事業費
（千円）

補助金額
（千円）

面積
（ha）

事業費
（千円）

補助金額
（千円）

業
実
施

1,393佐　久 小海町 0.8 4,180

円

上　小

上伊那

諏　訪

木　曽

下伊那

長　野

松　本

北安曇

1町 0.8 4,180計 01,393

北　信

0 0

事業実施

要
望
調
査

地権者と協議中

- 10 -
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１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

（現地での搬出完了（見込み）ベース）

３　地方事務所別実施状況

現地での搬出完了分

北　信 20 70.0

計 1,359 4,756.5 201 －

北安曇

長　野 250 875.0

木　曽 30 105.0

松　本 660 2,310.0

上伊那 30 105.0

下伊那 219 766.5

上　小

諏　訪 50 175.0

－ ７ ％

区　分
配分済　（８月末） ８月末までの完了分

備 考
搬出材積　（ｍ

3
） 補助金額（千円） 搬出材積　（ｍ

3
） 補助金額（千円）

佐　久 100 350.0

補 助 金 交 付 申 請 ス ケ ジ ュ ー ル
補助金確定額 ８月末進捗率

2-①　みんなで支える里山整備事業（搬出支援）

事 業 内 容 事 業 主 体 計 画 材 積 補 助 率 予 算 額

　この事業で伐採した間伐材
を山土場まで搬出集積する
作業で、県内での加工又は
消費が確実なもの

　市町村、森林組合、
　ＮＰＯ法人、森林所有
　者の団体　等

4,000 ｍ
3 定額

[3,500 円/ｍ
3
]

14,000 千円

第
１
回
申
請

第
２
回
申
請

第
３
回
申
請

第
４
回
申
請

第
５
回
申
請

第
６
回
申
請

これまで切り捨てられていた間伐材の利活用を進めるため、みんなで支える里山整備事業で保

育間伐を実施した森林から間伐材を搬出する取組みを支援する。

８月末進捗状況
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【森林づくり県民税活用事業】 

○拡信州の木活用モデル地域支援事業

１ 趣  旨 

 地域が主体となり、里山の森林資源を木質バイオマス利用や商店街等の木質化、道の駅等での販売などに活用す

る先進的なモデル地区を支援することにより、身近な森林資源を地域の活性化やエネルギーの自立につなげ、森林

資源の持続的活用を図る。 

２ 事業主体 市町村、公共的団体、林業関係団体、ＮＰＯ法人等 

３ 補 助 率  10／10以内（定額） 

４ 事業内容    供給から消費まで地域が一体となって取り組む事業を支援する。 

事 業   内 容  （例） 

「住民自主参加型」 

地域分散型木質バイオ

マス等利用促進モデル 

・需要者と供給者が一体となった組織の活動支援 

・薪ステーション等の設置 

・みんなで活用する薪割機等の導入 

・低質材の収集を地域通貨等の発行による促進、地域通貨活用による地域経済活性化 

「都市部活用型」 

・木の香り漂う街並み 

づくりモデル 

・県産材・道の駅等 

販売促進モデル 

・供給者、製材加工業者、商店街、ＮＰＯ等が一体となった組織の運営等の支援 

・商店街の店舗前や歩道に木製ベンチ、格子等の設置 

・木製案内板、道路標識や防護柵等の木質化 

・共同施設や公衆トイレ等の木質化等 

・ＤＩＹキットや木育用・生活用品等木工品の製作 

・丸鋸・糸鋸・レーザー彫刻機等加工機械の導入等 

・道の駅等の販売コーナー、空き店舗を活用した販売施設の木質化等 

※ 事業の採択に当たっては、提案書の提出により県民会議等で審査し、先導的なモデルを優先して採択する。 

５ 予算額  20,000千円（基金繰入金） 

６ 積算内訳   2,500千円/上限×8地域 

７ 事業規模  20,000千円 

８  事業目標   先導的なモデル地域 8地域 

・地域が主体となって持続的な木材利用に取り組む仕組みの構築 

 ・木に囲まれた信州らしい街並みを実現 

・道の駅等で県民が手軽に県産材を購入できる環境づくりを構築 

９ 全体計画 平成25年度から平成29年度まで 

事業の先進地での取組事例 

県産材利用推進室 

薪ステーション（H26年度・塩尻市） 商店街の木質化に向けた取組み（H26年度・伊那市） 

地域材ＰＲに向けた活動 

（H26年度・根羽村） 
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１　事業の概要

（１）　目　　的

2-②　信州の木活用モデル地域支援事業

８月末進捗状況

（ ） 目

（２）　内容及び予算額

補助率 予 算 額 （ 千 円 ）事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体

・需要者と供給者が一体となった組

地域が主体となり、里山の森林資源を木質バイオマス利用や商店街等の木質化、道の駅等での

販売などに活用する先進的なモデル地区を支援することにより、身近な森林資源を地域の活性化

やエネルギーの自立につなげ、森林資源の持続的活用を図る。

10/10以内 20,000

 「住民自主参加型」
地域分散型木質バイオ
マス等利用促進モデル

・需要者と供給者が一体となった組
織の活動
・薪ステーション等の設置
・薪割機等の導入
・薪材の売買に係る地域通貨活用
システムの構築 等

「都市部活用型」
・木の香り漂う街並み

・川上から川下までが一体となった
組織の運営
・木製ベンチや格子等の設置

市町村、公共
的団体、林業
関係団体、ＮＰ
Ｏ法人等

２　スケジュール及び進捗状況

８月末

木の香り漂う街並み
づくりモデル
・県産材・道の駅等販
売促進モデル

木製ベンチや格子等の設置
・案内板や道路標識等の木質化
・ＤＩＹキットや木育用・生活用品等
木工品の製作、販売施設の木質化
等

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

３　地方事務所別事業採択状況 

20%

８月末
進捗率

対象事業の公募

事 業 区 分

対象事業の審査・決定

事業の実施

３　地方事務所別事業採択状況 

件数 件数 件数 件数

- - - -

- - 1 1

1 - - 1

- - 1 1

-

2,500

2,500

-

要 望 費（千円）

2,500

1,354

2,500

--佐　久

要 望 額（千円）要 望 額（千円）要 望 額（千円）

-

区　分
合　　計

- -

上　小 - -

-1,354

上伊那

諏　訪

木質バイオマスモデル 街並みづくりモデル 道の駅等販売モデル

1 1

1 - 1 2

- 1 - 1

- - 1 1

- - - -

- - - -

- 1 - 1

長　野 - -

北　信 - 2,500

- -

2,500-

-

2,500

5,000

2,500

2,500

-

2,500

2,500 2,500

2,500

松　本 - -

木　曽 -

-

上伊那

下伊那 2,500 -

北安曇 - -

2 2 4 8計 3,854 5,000 10,000 18,854
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【森林づくり県民税活用事業】

信州の木活用課

１　趣旨

２　事業主体 長野県（林業事業体への委託と県の直接実施）

３　事業内容及び実施方法
（1）対象者

（2）募集方法

（3）研修内容
　ア各事業体ごとの課題にもとづく個別研修
　イ集合研修（県が実施する必須研修）

（4） 連携会議開催
フォレストコンダクターの意見を県の林業施策の推進に生かすための会議の開催

４　予算額 （基金繰入金）

５　積算内訳 （単位：千円）

６　事業目標

平成27年度コンダクター11名を養成

７　全体計画

30名育成（H25からH27の3年間）

８　事業の流れ

（前年度準備） （4月） （5月） （3月）

125

4,581 4,480

委託による個別研修

県による集合研修

フォレストコンダクター連携会議

計

974 △ 24

(3月）

331 206

26年度予算額

101

3,300 3,300 0

950

増減額

信州フォレストコンダクター育成事業

　森林づくりアクションプランでは、平成32年度までに、75万m3の木材を安定的、計画
的かつ持続的に出荷できる体制の整備を進めることとしているとともに、「信州Ｆ・Ｐ
ＯＷＥＲプロジェクト」の稼働に向け、県産材60万m3の供給体制の整備が必要である。
　このため、里山を活用した地域づくりから、森林管理、木材の出荷・利用等にわた
り、経営感覚を持ちながら総合的な視野で指揮することのできる人材を育成する。

　森林組合や林業事業体の中核的な職員で、即戦力として地域の林業をけん引できる
者

　11名（事業体において対象者を選定したうえで、地域における具体的な課題への取
組や解決方法に関して、必要な研修計画を事業体から公募し、応募事業体の中から11
名を上限として採択)

4,581千円

予算額区　　分

研
修
先
確
保

事
業
体
へ
の
説
明

研
修
公
募
・

研
修
生
募
集

委
託
先
決
定

開
講
式

集
合
研
修

(

二
回
目)

集
合
研
修

(

集
中
研
修)

成
果
発
表

登
録

個別研修

集
合
研
修

（三
回
目)
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１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

選考
委員会

計画書
内容
修正

契約 完了

開講式

①
②

②
②

③
②

④
閉講式 40%

事業内容

　県から育成を委託された事業体が、育成対象となるコンダ
クター候補生の個別の課題に合わせて実施する研修

　グループワーク等を通して、候補者の課題意識の明確化・
共有、林業とは別の視点から企業の経営やマーケティング
の手法を学ぶための研修

　昨年度までに登録されたコンダクター、本年度の候補生、
県の林業普及指導員の連携を図るための会議開催

3,300

950

331

計

フォレストコンダクター
連携会議

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ８月末

進捗率

個 別 研 修 25%

集 合 研 修

4,581

2-③　信州フォレストコンダクター育成事業

事 業 区 分

個 別 研 修

集 合 研 修

事業主体

県

予算額(千円)

里山を活用した地域づくりから、森林管理、木材の出荷・利用等にわたり、経営感覚を持

ちながら総合的な視野で指揮することのできる人材を育成する。

8月末進捗状況

① ② ③ ④
閉講式

３　現在の実施状況

（１）　個別研修

（２）　集合研修

４　フォレストコンダクター候補者（地域順、敬称略）

40%

○　6月15日　開講式及び第1回集合研修開催
○　7月17日　第2回集合研修開催
○　9月18日　第3回集合研修開催予定
○　11月上旬 第4回集合研修開催予定
　　　　　　　　　（コンダクター連携会議併催）
○　3月上旬　閉講式

○　5月22日　委託契約候補者選考委員会を開催（応募11者）
○　5月28日　11者を委託契約候補者とすることを決定、事業体に通知
○　6月　 　　 選考委員から意見を踏まえ、事業計画書の内容を事業体と協議の上修正
○　7月下旬　11者と委託契約締結

計 30%

集 合 研 修

※連携会議
　を併催

【第1回・第2回集合研修の状況】
助言者からの話題提供に続き、自身の夢の明確化と候補

者間の共有(第1回)、企業の経営課題の解決(第2回)等に

ついて、ワークショップ形式で検討していただきました。

地域 事業体名 育成者職名 育成者氏名 地域 事業体名 育成者職名 育成者氏名

佐久 南佐久南部森林組合 業務課　課長補佐　 渡辺　正美 長野 長野森林組合　 更埴支所　支所長　 春日　賢一

上小 信州上小森林組合 川東支所　支所長代理　 小坂　真 長野 宮澤木材産業(株) 業務課　課長代理 宮澤　遥

諏訪 細川木材(株) 山林部長　 小林　武文 北信 北信州森林組合 業務課　主任 尾淵　義輝

上伊那 上伊那森林組合 森林整備課　課長補佐　 河合　寛 北信 栄村森林組合 業務課　主任 広瀬　将文

木曽 木曽森林組合 事業課　課長 松原　圭三 県域 長野県森林組合連合会 指導利用課　係長 牛島　俊平

松本 オガサワラ林業(有) 小笠原　敏貴 11名
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【森林づくり県民税活用事業】 

みんなで支える森林づくり推進事業 
森林政策課 

１ 趣 旨 森林の有する多面的機能の役割、森林づくりの重要性等について県民等
の理解を深め意識の醸成を図ることで、森林づくりへの参加・協力を促進
するため、森林税の広報・普及啓発を強化して実施する。 
また、県民会議・地域会議を開催して、地域ニーズの集約や森林税活用事

業の効果の検証等を行う。 

２ 事業主体 県 

３ 事業内容及び予算額 

事業区分 事業内容 
H27予算額 

(千円) 

H26予算額 

(千円) 

広報・普及 

啓発費 

森林税の仕組みや実績・成果、森林税活用事業の内容等につい

て県民に普及啓発する 

4,884 4,557 

▸ リーフレット・森林づくりレポートの作成 

▸ ラジオ番組・スポットＣＭの制作 

▸ みんなで支える里山づくりシンポジウムの開催 

▸ 啓発物品の作製 

▸ 県政モニターアンケートの実施 

▸ 地域の実情に応じた広報・普及啓発活動「森林税の見え 

る化」の実施（森林づくりフォーラム・ワークショップ、 

ケーブルテレビ番組制作・放映等） 

県民会議等 

開催費 

県民の代表等により設置した第三者機関である「みんなで支え

る森林づくり県民会議」、「同地域会議」により、地域ニーズ

の集約や事業実施後の効果の検証等を行う 

4,367 4,751 

計 9,251 9,308 

４ 事業目標  森林所有者の皆さんはもとより、県民の皆様の中でも森林税の認知度が相
対的に低い女性、若年層（20～30代）をターゲットとした広報や地域の実
情に応じた広報の展開により、効率的に森林税やその活用について認知度
を向上させ、納税者である県民等の森林税に対する理解を深める。 

５ 全 体 計 画 

平成20年度～24年度までの森林税 平成25年度～29年度における森林税 

目

的 
森林の大切さ、森林税の必要性、現行の森林税

の使い道 

森林の重要性や恩恵、県民全体で支える必要性 

森林税の実績・成果、森林税の使途・活用事業 

対

象 
県民 

県民（特に森林所有者、女性・若者にターゲット

を絞り、地域の実情に応じて多様な広報を展開） 

広

報

媒

体 

[紙媒体] 

[放送] 

[イベント] 

[ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ] 

[展示] 

▸リーフレット（全戸配布）（小型版） 

▸森林づくりレポート 

▸広報ながのけん 

▸テレビＣＭ 

▸ラジオ番組・ＣＭ（約1カ月） 

▸シンポジウム（県域） 

▸体験型イベント（10地域） 

▸ホームページ 

▸ブログ・ツイッター 

▸横断幕・看板 

▸パネル展示 

[紙媒体] 

[放送] 

[イベント] 

[ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ] 

[展示・配布] 

▸リーフレット（小型版） 

▸森林づくりレポート 

▸広報ながのけん 

▸ラジオ番組・ＣＭ（通年） 

▸シンポジウム（県域） 

▸地域の実情に応じた広報（10地域） 

▸ホームページ 

▸ブログ・ツイッター 

▸横断幕、旗、配布物 

▸パネル展示 
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１　事業の概要

（１）　目　　的

3-①-1　広報・普及啓発費

県民等に対し、長野県森林づくり県民税の仕組みや事業内容について周知を図

８月末進捗状況

（２）　内容及び予算額

事 業 内 容 事業主体 予 算 額

・森林づくりレポートや各種広報活用による普及啓発

県民等に対し、長野県森林づくり県民税の仕組みや事業内容について周知を図

るとともに、森林づくりに対する意識の醸成を図る。

２　スケジュール及び進捗状況

　・普及啓発イベント及びシンポジウムの開催

ジ

４，８８４千円　
　・ラジオ番組、スポットＣＭ等による普及啓発

　・森林税の見える化！の実施

　・森林づくりレポートや各種広報活用による普及啓発

県

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

0％

シンポジウム等 50％

事業区分

ホームページの更新 10％

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル
８月末進捗率

森林づくりレポート等
普及啓発

ﾘｰﾌﾚｯﾄ作成 10％リーフレット

0％

計

森林税の見える化！

ラジオ番組、ｽﾎﾟｯﾄＣ
Ｍ等 0％

12％

【森林づくりレポート】 【リーフレット】 森林税の見える化！

ﾘｰﾌﾚｯﾄ作成

　森林税の仕組みや使
い道等を県民に普及啓
発する地域ごとの取組

ミニサイズのリーフレットを作
成し、気軽に手にとってもらえ
るようにする。

【森林づくりレポート】 【リーフレット】 森林税の見える化！

県内コンビニエンスストア
４３５店舗

８，７００部設置

るようにする。

ラジオ番組とＣＭを組ラジオ番組とＣＭを組

み合わせて普及啓発
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１　事業の概要

（１） 目 的

3-①-2　県民会議・地域会議開催費

8月末進捗状況

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

事 業 内 容 事業主体 予 算 額

県民の代表等による第三者機関を設置し、地域ニーズの集約や税活用事業の実

施後の成果の検証等を実施する。

２　スケジュール及び進捗状況

６月末進捗率
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル

事業区分

県 ４，３６７千円　
　・みんなで支える森林づくり地域会議の開催（１０地方事務所単位）

　・みんなで支える森林づくり県民会議の開催

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

● ● ●

計

33％

６月末進捗率

県 民 会 議

地 域 会 議

事業区分

22％

25％

２～３回開催

３　設置及び開催状況

（人）

林
業
関
係
団

区　分

　
消
費
者
団

　
経
済
団
体

　
市
町
村

　
　
計

　
そ
の
他

　
森
林
所
有

　　委　員　構　成

　
木
材
利
用

　
設
計
士

　
学
識
経
験

次
回
開
催
予
定

　
実
施
済
回

開催状況　（回）

　
公
募

　
開
催
計
画

　
残
計
画

ボ
ラ
ン
テ
ィ

Ｎ
Ｐ
Ｏ

3 2 1 1 1 2 2 12 3 1 2 11月

1 1 1 2 1 1 1 8 2 0 2 10月

1 1 1 1 1 1 1 1 8 2 0 2 10月

1 1 1 1 2 1 7 3 1 2 10月

地

佐　久

諏 訪

上　小

県 民 会 議

団
体
等

団
体
等

体
等

有
者

用
等

験
定

回
数

画
数

ア
等

1 1 1 1 2 1 7 3 1 2 10月

1 1 1 1 2 1 3 10 3 1 2 10月

1 1 1 1 1 1 2 8 3 1 2 11月

1 1 1 1 2 1 1 8 3 1 2 10月

1 1 1 2 1 1 1 8 2 0 2 11月

1 1 1 1 1 1 1 7 2 0 2 11月

域

会

南信州

木　曽

上伊那

諏　訪

大 北

松　本

1 1 1 1 1 1 1 7 2 0 2 11月

1 1 1 1 2 1 2 9 2 0 2 11月

1 2 1 1 3 8 2 1 1 2月

5 12 7 9 14 10 4 9 12 11 93 27 6 21

長　野

計

議

北　信

大　北
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【森林づくり県民税活用事業】

信州の木活用課

１趣旨
　　社会経済構造の変化に伴い荒廃した里山や山村集落へ県が仲立ちとなり、企業等の社会貢
　献活動を誘導し、森林整備と交流を通じた新しい森林づくりによる地域活性化を図ります。

県外企業等への働きかけを積極的に行うとともに、受入先となる地域の受入体制の強化を
　はかり、本県の森林整備を支援していただく体制を整備します。

２　事業主体　　長野県

３　事業内容

４　予算額   　　　1,240千円（基金繰入金）（臨）

５　積算 （単位：千円）

基金繰入金 基金繰入金

講師謝礼 178 178 338 338
　　シンポジウム講師 178

旅費 546 546 432 432

　費用弁償（シンポジウム講師旅費） 50

　普通旅費（企業誘致活動） 496

需用費 230 230 225 225
　パンフレット等 230

役務費 36 36 62 62
　郵送料　123円×300通＝ 36

使用料及び賃借料 250 250 183 183
　会議室等使用料 142
　ETC使用料等 108

1,240 1,240 1,240 1,240

６　事業効果

　　　

７　事業実施期間　　　平成25年度から平成29年度

８　事業目標

　平成26年度に新規16件、累計で112件契約締結（3月末現在）。各地域で森林整備や交流活
動が進められている。（平成25年度実績：森林整備面積326ha、交流人口9,412人）

8

森林（もり）の里親促進事業
～企業等の森林整備支援によるふるさとの森林づくり～

　２７年度 　２６年度
節 説　明

(1)企業誘致活動、普及パンフレットの作成等　【870千円】

(2)首都圏企業の誘致に向け銀座ＮＡＧＡＮＯを活用した里親講座の開催　【102千円】

(3)中京圏企業の誘致に向けたシンポジウムを開催。　【268千円】

9

11

12

 これまでに新規契約が少ない中京圏への誘致を積極的に行うためにシンポジウムを開催する
とともに、銀座ＮＡＧＡＮＯシェアスペースを活用した里親講座を２回開催し、首都圏企業
等の誘致も積極的に進め、平成29年度までに125件の契約締結目標を早める。

　平成15年の事業開始から毎年契約件数を増やしており、里親、里子共に多くの組織体に参
画いただくようになっており、今後も多くの組織への働きかけを強めていく。

14

計

(2)地域が、企業等から人的及び金銭的な支援を受けることで、森林整備を積極的かつ持続的
　に行うことで、地域の活性化につながる。

(3)企業が地域活動に参加することで株主や顧客に対する信用の増加につながり、企業価値を
　高めることができる。

(1)企業誘致活動により、新たな企業等との契約につながり、企業から森林整備に必要な資金
　提供を受けることができる。

(臨)

(臨)

(臨)

(臨)

(臨)

(臨)

(臨)

(臨)

(臨)

(臨)
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１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

●
PR

名古屋

●
PR

銀座

●
PR

名古屋

●
PR

銀座

●
PR

東京

　里親アンケート
　里子追加

２０　％　
　里親講座・フォーラム
等の開催

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ８月末

進捗率

普 及 啓 発 活 動

　企業等への個別訪問及びPR活動・パンフレットの作
成

県

８７０千円

　首都圏企業の誘致に向け銀座ＮＡＧＡＮＯを利用した
里親講座の開催

１０２千円

　中京圏企業の誘致に向けたフォーラム開催 ２６８千円

3-②　森林(もり)の里親促進事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 予 算 額

計 １，２４０千円

社会経済構造の変化に伴い荒廃した里山や山村集落へ県が仲立ちとなり、企業等の社会貢献活

動を誘導し、森林整備の活用と交流を通じた地域活性化を促進する。

契約件数

社会経済構造の変化に伴い荒廃した里山や山村集落へ県が仲立ちとなり、企業等の社会貢献活

動を誘導し、森林整備の活用と交流を通じた地域活性化を促進する。

８月末進捗状況

名古屋 銀座 名古屋 銀座 東京

３　森林の里親契約実績 （平成27年８月末現在）

計 115 ９９者 49市町村

２７年度 3
長野日本無線㈱
内外薬品㈱
カゴメ㈱

宮野平自然の森（長野市）
木曽広域連合
富士見町

800 151

小計 112 96者 49市町村 396,251 3,091

２６年度 16 アルプス中央信用金庫ほか１５者 駒ケ根市ほか９地域 62,588 225

２５年度 9 日信工業㈱ほか８者 松川村ほか８地域 49,264 326

２４年度 12 ㈱損害保険ジャパンほか11者 筑北村ほか11地域 54,873 371

２３年度 13 KDDI(㈱ほか12者 長野市ほか12地域 56,142 506

２２年度 11 相互印刷工芸㈱ほか９者  池田町ほか１０地域 40,227 392

２１年度 13 長野滋賀県人会ほか１０者  岡谷市ほか１０地域 51,966 427

２０年度 12 長野朝日放送㈱ほか１１者  佐久市ほか１１地域 23,440 336

１９年度 6  ㈱バンダイほか５者  山ノ内町ほか４地域 16,100 190

１８年度 5  タカシマヤほか４者  茅野市ほか４地域 13,150 94

１５年度 1  ダイドードリンコ㈱  朝日村 500 20

１７年度 5  サントリー㈱ほか４者  塩尻市ほか４地域 18,000 105

１６年度 9  イオン環境財団ほか７者  上田市ほか７地域 10,000 99

等の開催

　個別訪問等

年 度
年　間
契約数

契 約 者 支 援 金 額 森林整備面積

企 業 等 地 域 （千円／年） （ha／年）

契約件数

は２３％
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取組状況写真

契約記念式典

【長野日本無線(株)と宮野平自然の森管理委員会

（長野市西条）】（平成27年５月実施）

行員による森林整備

【八十二銀行と本郷財産区】

（平成27年５月実施）

地域の方とのふれあい（ジビエなど）

【オリンパスと辰野町、門前山林組合】

（平成27年５月実施）

SBCろくちゃんの森の活動

【信越放送(株)と長野市・長野森林組合】

（平成27年５月実施）

里親契約の更新

【東京海上日動火災保険(株)と一期会】

（平成27年４月再契約）

高校生による除伐・搬出作業

【都立北園高校と西春近自治協議会】

（平成27年５月実施）
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【森林づくり県民税活用事業】 

地球温暖化防止吸収源対策推進事業 
森林づくり推進課 

１ 趣  旨 

森林
も り

の里親促進事業に基づく取組により間伐された森林の CO2 吸収量を長野県が認証

し、民間企業等のＣＳＲ活動の「見える化」を進めることにより森林整備への理解と参

加を促進し、二酸化炭素吸収源として地球温暖化防止に繋がる森林整備に資する。 

２ 事業主体  長野県 

３ 事業内容 

長野県の森林 CO2 吸収評価審査委員会を設置し、森林の里親企業等から申請された間

伐実施地の森林 CO2 吸収量の評価審査を行うとともに、認証制度や吸収源対策等に必要

な事項についての検討等を行う。 

【長野県森林 CO2 吸収評価認証制度】 

４ 予算額    433 千円（基金繰入金） 

５ 積算内訳 

事 業 内 容 科 目 
27年度当初 

予算額 
26年度 

当初予算額 
比較増減 

長野県の森林 CO2 吸収評価

審査委員会の開催経費 

（３回） 

8 報償費 203 千円 203 千円 0 千円 

9 旅費 230 千円 214 千円 16 千円 

計 433 千円 417 千円 16 千円 

※現地調査の調査場所の変更に伴う委員の費用弁償の増 

６ 事業目標  森林 CO2 吸収評価認証量 5,000t-CO2/年 

７ 事業実施期間  平成 20年度～平成 29年度 

８ 事業実績 

区  分 単位 H20 H21 H22 H23 H24 H25 累計 

委員会開催 回 4 3 3 3 3 3 19 

申 請 件 数 件 4 9 11 14 10 12 60 

対象企業等 者 8 13 15 18 15 17 86 

間 伐 面 積 ha 76 202 462 803 998 1,160 3,701 

吸収認証量 t-CO2/年 367 1,139 2,379 3,855 4,678 5,131 17,549 

- 25 -



１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月１１月１２月 １月 ２月 ３月

第1回 第2回 第3回

３　現在の実施状況

　平成26年度第２回の受付期間で３件の申請を受理

　指定調査機関により申請箇所の現地調査や認証量の算定を実施

　平成27年度第１回の審査委員会を長野市で開催し、３件の申請について審査を実施

　森林CO2吸収量認証式を長野市で開催し、３件の申請に係る認証を実施

　平成27年度第２回の審査委員会（現地調査等）を佐久・諏訪地事管内で実施予定

４　森林CO₂吸収量の評価・認証状況について

　※森林(もり)の里親促進事業の契約順。

立 科 町 45.5 8.56

計 ３　件　　（ ３　者 ） 373.5 82.27

317.2 72.68

CO₂吸収量
（t-ＣＯ２/年）

評価対象面積
（ha）

平成27年07月16日

発　　行
年 月 日

認証対象者（森林の里親企業等）
評価対象森林
所在市町村名

27年７月16日

沖電気工業株式会社 小 諸 市 10.8 1.03

住友理工株式会社 池 田 町

郵船ロジスティクス株式会社

3-③　地球温暖化防止吸収源対策推進事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 予 算 額

平成27年9月8日～9日

認 証 申 請

40％

森林ＣＯ２吸収量の
評価・認証

　森林(もり)の里親企業等の支援により実施した間伐
等の森林整備によるＣＯ２の評価・認証を行う

県 ４３３千円

事 業 区 分

ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル
８月末
進捗率

評 価 ・ 認 証

審 査 委 員 会

平成27年01月～02月

平成27年04月～06月

平成27年07月01日

森林(もり)の里親促進事業により整備された森林のＣＯ２吸収量を長野県が評価することによ

り、企業等による森林整備を促進する。

前年度申請分

申請期間申請期間

８月末進捗状況
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【森林づくり県民税活用事業】 

地球温暖化防止木材利用普及啓発事業 

県産材利用推進室 

１ 趣 旨 

長野県産材を使用して建築した個人住宅や、事務所・店舗等の木質化をした企業等に対し、木

材が固定するＣＯ２の固定量を表示した認証証書を県が発行し評価することで、木材を使うことが

地球温暖化防止や地域の森林整備に貢献することを広くＰＲし、県民の環境への関心を高めると

ともに、県産材の消費拡大を図る。 

２ 事業主体 長 野 県 

３ 事業内容 

(1) 県産材を一定量以上使用した木造建築物を建築する施主や事業所・店舗等を木質化する企業

等に対し、使用した木材のＣＯ２固定量の認証証書を発行し、地域材を利用することが地球温

暖化防止等につながる環境面での評価を周知し、県産材の付加価値を高める。 

(2) 長野県産材ＣＯ２固定量認証制度審査委員会」を組織し、認証制度の公正な運営・審査を確

保する。 

４ 予算額   ５０３千円（基金繰入金） （単位：千円） 

節 Ｈ２７予算額 Ｈ26 予算 増減 

８ 報償費 153 委員３名×４回 153 0 

９ 旅 費 229 225 4 

費用弁償 

普通旅費 

117 委員３名×４回 113 4 

112 打合せ、販路拡大（首都圏等） 112 0 

11 需用費 101 証書作成経費 101 0 

12 役務費 20 証書郵送費等 20 0 

計 503 499 4 

※増減理由 委員費用弁償の単価見直し（旅費基準額）による 

５ 事業目標 

・県産材の製材品出荷量 現状(H21)120千㎥ → 目標(H27)150千㎥ 

・H27目標：個人住宅や企業等の木質化で固定する CO2 の量 1,000t-CO2 

６ 全体計画 平成 25年度から平成 29年度まで 

個人住宅 

企 業 等 

木製品製造者 

長 野 県 

審査委員会 
認証申請 

証書発行 

CO2固定量 

認証証書 

10.0ｔ－CO2 

○○ 様 

【個人住宅】 

住宅ローンの金利優遇 

【企業等】 

CSR活動としてＰＲ 

（認証のメリット） 
（認証の流れ） 
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１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

○ ○ ○審 査 委 員 会 （ 2 回 ）
３５%

工務店、企業等訪問

計 503

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ８月末

進捗率

審 査 及 び 認 証
　○固定量認証制度審査委員会の開催
 　・申請書の審査、制度運営等の検討

県 503

木 製 品 の 販 売 促 進
　○制度のＰＲ及び県産木製品の販売促進活
動

3-④　地球温暖化防止木材利用普及啓発事業

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 予 算 額 （ 千 円 ）

県産材を使用した住宅や事業所の木質化、木製品等の二酸化炭素固定量を認証する認証証書を

県が発行することで、県産材を利用した「環境貢献度」を見える化し、県産材を利用することが

地球温暖化防止と地域の健全な森林づくりの推進となることをＰＲする。

８月末進捗状況

３　現在の実施状況

（１）　申請書受付、審査委員会の開催

（２）　制度周知及び木製品の販売促進

工務店、企業等訪問

○　８月　第１回審査委員会を開催。
○　公共建築物３件、内装木質化１件申請され認定。
○　基準改正を検討中。
○　11月　第２回審査委員会を開催予定。

○　制度周知用パンフレット配布（工務店、金融機関、各種会議で説明）
○　信州ふるさと環の住まい補助金との連携
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【森林づくり県民税活用事業】 

○拡 木 育 推 進 事 業

県産材利用推進室 

１ 事業の趣旨 

里山等の身近な資源である木材を活用し、子ども達等が参加できる学習機会としての木

育活動を推進するための支援を行い、木材に対する親しみや木の文化に対する理解を深め

るとともに地域に根差した心豊かな県民性を育みます。 

２ 事業主体 

  市町村、学校、林業者が組織する団体、ＮＰＯ法人等 

３ 事業内容及び補助率 

(1) 県域活動支援（補助率：2分の 1以内） 

県内小中学校を対象とした手作り木育コンテストの開催・木工教室開催支援 

(2) 木育活動支援（補助率：10分の 10以内） 

ア 身近な森林から生産された材を活用し学校等の内装木質化や木工教室の開催支援 

  及び里山を活用した学習機会の支援 

イ 児童・生徒等が日頃使用している机・椅子等の木製品の手入れ作業を通した学習機

会の支援 

(3) 木育推進員の育成・派遣（実施主体：県） 

森や木の知識を有する者を木育推進員とし、林業関係者や市町村職員・教育関係者な

ど各地域で行われる木育推進活動で核となる人材の育成及び活動への木育推進員の派遣

を行う 

４ 予算額    9,860 千円（基金繰入金） 

事業区分 活動区分 
Ｈ27予算額 Ｈ26予算額 

事業費 予算額 事業費 予算額 基金繰入金 基金繰入金 

県域活動支援 - 1,400 700 700 1,400 700 700 

木育活動支援 
県産材利用 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 7,500 

○新木製品再生体験 700 700 700 0 0 0 

木育推進員の

派遣等 

- 
960 960 960 820 820 820 

計 10,560 9,860 9,860 9,720 9,020 9,020 

５ 事業規模   10,560 千円 

６ 事業目標 

  平成 27年度までの木育推進事業の実施市町村数（累計）67市町村とする。 

うち新規市町村数は、４市町村とする。 

７ 全体目標 

  日常的に地域材を触れられる機会の創出として、県産材を活用した県域での木工工作

や地域での活動を推進する。 

  地域での活動は、全市町村で実施することにより、里山との関わりが少ない都市部で

の活動が増え、身近な木材利用の促進を繋げる。 

  ・木育推進事業の実施市町村数（累積） 57市町村（H25)→77市町村（H29） 

  ・事業実施期間 平成 25年度から平成 29 年度まで（5年間） 
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１　事業の概要

（１） 目 的

3-⑤　木育推進事業

８月末進捗状況

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

事 業 区 分 事 業 内 容 事業主体 補助率 予 算 額 （ 千 円 ）

県内小中学生を対象とした手作り 県木材青壮年

里山等の身近な森林や森林資源を活用し、子どもから大人まで参加できる学習機会としての木

育活動を推進し、森林づくりや県産材利用の意識の高揚等を図る。

 その他 木育推進員の育成等 県 － 191

 木育地域活動支援 各地域での木育推進活動の支援
市町村、

ＮＰＯ法人　等
10／10以内 8,200

 木育推進員の派遣
各地域での木育推進活動へ指導員
を派遣

県
（地方事務所）

－ 769

 木育県域活動支援
県内小中学生を対象とした手作り
木育コンテストの開催支援

県木材青壮年
団体連合会

１／２以内 700

２　スケジュール及び進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

 その他 木育推進員の育成等 県

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ８月末

進捗率

191

計 9,860

●

 木育県域活動支援

40%
 木育地域活動支援

 木育推進員の派遣

 その他

３　地方事務所別実施状況（木育活動支援分）

件数 件数 件数

1 6 1

3 - 3

3 6

上　小 831 木　曽 - 北　信 1,040

佐　久 298 下伊那 680 長　野 100

諏 訪 1 070 松 本 1 813

地事名
計画承認額

地事名
計画承認額

地事名
計画承認額

必要金額（千円） 必要金額（千円） 必要金額（千円）

3 6

3 -
26

上伊那 1,250 北安曇 -

諏　訪 1,070 松　本 1,813
計 7,082
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【森林づくり県民税活用事業】 

○新  里山活用推進リーダー育成事業

信州の木活用課 

１ 趣  旨 

  林業技術等を有する林業研究グループやＮＰＯ法人等が、地域に働きかけ、技術指

導や安全教育を実施する中で、地域リーダーを育成し、地域自らが里山資源の利活用

の推進と継続的に活動できる地域づくりを進める。 

２ 事業主体   林業研究グループ、林業士会、ＮＰＯ法人等 

３ 補助率   定額（1団体：上限 300 千円） 

４ 事業内容 

（１）地域のグランドデザインの提案 

（２）里山整備に係る技術指導及び安全教育の実施 

（３）里山の利活用を行える地域リーダーの育成 

（組織化、森林整備、特用林産物の利用、里山保全（防災）活動など） 

５ 予算額 3,000 千円（基金繰入金） 

６ 事業目標 主体的に里山の利活用を行える地域の育成（年間 10地域以上) 

７ 事業実施期間 平成 27年度から平成 29 年度 

  （イメージ図） 
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１　事業の概要

（１）　目　　的

（２）　内容及び予算額

２　スケジュール及び進捗状況

地域のグラント゛デザインの
提 案

地域協議会の組織化、グラン
ト゛デザインの提案・作成に関
する活動

林業研究グ
ループ、林
業士、及び
特定非営利
活動法人等

　　 10／10以内
（1箇所30万円を
上限）

３，０００千円里山整備及び資源の活用

里山の健全化に向けた森林整
備等にかかる指導及び山菜等
の栽培や薪などの生産に関す
る指導

地 域 リ ー ダ ー の 育 成
地域の課題に対する講習会、
先進地への視察等に関する活
動

3-⑥　里山活用推進リーダー育成事業

事 業 の 種 類 活 動 の 内 容 事業主体 交付率 予 算 額

地域の里山には、多様な資源が多いが、知識や技術、資金の面での不足からその活用が十分に図ら

れていな

林業技術を有する林業研究グループ、林業士、及び特定非営利活動法人等が、地域に働きかけ、技

術指導や安全教育を実施する中で地域リーダーを育成し、里山資源の利活用の推進と継続的に活動で

きる地域づくりを推進する。

８月末進捗状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

計画
書提
出

計画
承認

完了

３　現在の実施状況

○　6月末までに事業計画書提出（一次）

○　7月下旬　計画書の承認済（７事業地）

〇　８月末までに事業計画書提出（二次）

〇　９月上旬　計画書の承認予定（３事業地）

事 業 区 分
ス　　ケ　　ジ　　ュ　　ー　　ル ８月末

進捗率

事業の実施 ２０％
事業実施事業実施

- 32 -


	空白ページ


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




